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現状 と 課題

* 1986年噴火から今年で30年
（1777年大規模噴火からは239年経過）

* 30年の歳月の経過 ⇒ 噴火災害経験・史料の風化
（噴火当時は幼少期、または噴火経験のない保護者の増加）

* 社会構造の変化 ⇒ 緊急時の初動対応の困難性増加
（人口減少・高齢化・単独世帯増加・地域コミュニティの希薄化等）

過去に学ぶ機会が刻一刻と失われつつあるとともに、

過去の知見や既存の防災対策が

次世代に十分に活かしきれない可能性が危惧される



本チャレンジプラン

大人たちから子どもたちへ、

子どもたちから大人たちへ

今伝えたいこと



本チャレンジプラン ねらい

■全小学校の高学年児童が・・・

■大人たちが・・・

自ら 「調べ」、「伝え合い」、「発信する」 主体的活動を通して

噴火災害について理解し、火山を身近に捉え、

災害への備えと、適切な判断で安全な避難行動を取るための

知恵が習得できる

調査協力や発表会参観などの取り組みに関わることによって、

防災意識向上の相互作用を促しながら

災害体験・災害教訓を次世代に持続的に継承する

島ぐる
みで

継 続



２０１６年の活動計画

①事前学習会の実施

②聞き取り調査準備

③聞き取り調査の実施

④聞き取り調査結果のとりまとめ

⑤壁新聞製作

⑥校内発表会の実施

⑦島内巡回展の実施

⑧「噴火30周年シンポジウム」 での発表

⑨小冊子製作・配布

⑩今後に向けた企画会議の実施



〔中部地区 つばき小〕

〔北部地区 さくら小〕

〔南部地区 つつじ小〕

取り組み 島内全３つの小学校



∗ 地域インタビュー

老人会・消防団からの聞き取り



火山博物館で
気象庁火山防災連絡事務所の方から



町防災対策室からの聞き取り



地域での実習



∗ 夏休み

夏休み 身近な人へのインタビュー



∗ 中間

町イベントにおける 壁新聞掲示発表



∗ 噴火訓練

大島町総合防災訓練



町 伊豆大島噴火30周年シンポジウム





町 伊豆大島噴火30周年シンポジウム 講演
～伊豆大島火山噴火の特徴と防災について～



伊豆大島噴火30周年シンポジウム
小学生の発表



∗伊豆大島火山を知ろう

∗避難準備をしよう

∗合言葉は 「あきおそし」

∗普段からの ふれあいを密にしよう

∗噴火防災を伝えよう

子どもたちの伝えたい事



あ・き・お・そ・し

●あせらないでしっかり指示を聞く。

●避難所では親切な心を持って生活する。

●正確な情報を受け取って
適切な行動をして自分達の身の安全を守る。

噴火防災 合言葉



避難について避難について

当時のバス当時のバス

＜正しく安全に避難＞

30年前は
バスが38台

現在は19台

自家用車をつかうことを検討中



消防団は
約２００人
減ったよ



◎次年度以降の継続のために、

教育課程に防災教育の充実

◎教員のスキルアップのために

防災教育研修会の開催

◎関係諸機関との連携強化のために

伊豆大島ジオパーク推進委員会

今後の課題解決に



ありがとうございました

大島町立つばき・さくら・つつじ小学校
２０１６ 防災教育チャレンジプラン


